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Abstract 
  In this article, I present an overview of the installation-style art exhibition that I worked on at Shinano-Oiwake ,  
ABURAYA in Karuizawa-machi, Kitasaku-gun, Nagano Prefecture in the summer of 2019. We will discuss issues after 
implementation and the possibilities that have become apparent. 
  This exhibition was planned and exhibited by graphic designer, photographer, and me as a curator. Through the study of 
spatial composition when using the place itself, discovering issues in the process of creating and displaying works, and also 
functioning as a place for practical learning of art management, the spread and outreach of contemporary art expression and 
educational promotion activities and the issues of art projects. 
キーワード：インスタレーション、アウトリーチ、アート・マネジメント、信濃追分、立原道造
Keywords：installation art , outreach , arts management , Shinano-Oiwake , Michizo TACHIHARA 
1. はじめに
本稿では 2019 年夏に筆者が、長野県北佐久郡軽井沢町追分にある「信濃追分文化磁場油や」にて
取り組んだ、インスタレーション形式の美術展覧会の経緯や概要、企画に伴う課題や見えてきた可能
性、その作品の詳細について報告する。本展は 1977 年生まれの共通点を持つグラフィックデザイナ
ー、フォトグラファー、そしてキュレーターとしての筆者の３名が、企画全般を担当した。油や敷地
内に2017年に新しく建てられた、浅間山麓における文化芸術発信の場「隠れ家プロジェクト〜小さな
小屋〜」の新しい可能性を発見するために、インスタレーション作品「解像度 77」を発表。空間構成
や場の設定、作品制作や展示のプロセスにおける課題発見、アート・マネジメントの実践学習の場と
しても機能させた本取り組みを通じて、現代アート表現の広がりやアウトリーチの展開、アート・プ
ロジェクト運営の課題などについて考察する。
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2. 展覧会データ 
展覧会名：解像度 77（かいぞうどなななな）/ 77dpi 
日程：2019 年 7 月 14 日（日）から 8 月 11 日（日）まで 
会場：信濃追分文化磁場油や「隠れ家プロジェクト」 
〒389-0115 長野県北佐久郡軽井沢町追分 607  https://aburaya-project.com 
関連イベント［カフェ出店］：ch.books CAFE  https://www.facebook.com/ch.books.cafe 
参加作家：大井川茂兵衛（おおいがわ・もへい） 
フォトグラファー、株式会社 Hi-Bush、1977 年生まれ 
     木下光三（きのした・こうぞう） 
グラフィックデザイナー、株式会社ズズサウルス、1977 年生まれ       
山貝征典（やまがい・まさのり） 
キュレーター、清泉女学院大学、1977 年生まれ 
準備補助：清泉女学院大学人間学部文化学科 学生有志 
 
  
図 2-1 , 2-2  展覧会「解像度 77」チラシ 
 
3. 「油や」および「隠れ家プロジェクト」について 
油屋（あぶらや／油屋旧脇本陣）は、1688（元禄元）年に創業された、中山道・追分宿の脇本陣を
つとめた由緒ある旅籠である。江戸時代を過ぎ明治に入っても運営されていたが、1888（明治 21）年
には鉄道の信越線・直江津〜軽井沢間が開通したものの、駅や停車場が無かった追分宿周辺は廃れて
しまう。そのため軽井沢宿（軽井沢駅前）に新・油屋を開業し、合わせて営業を続けていた。その後
追分にも鉄道の夏季臨時停車場が開設され、元の油屋へも多数の宿泊者が戻るようになった。しかし
1937（昭和 12）年に油屋旧脇本陣が火災に見舞われ焼失。逗留していた作家の堀辰雄は原稿を郵便局
に出しに行って難を逃れ、立原道造は逃げ遅れたが間一髪救出されたエピソードが伝えられている1。
多数の作家や文化人が利用していたこともあり建物再興の声が上がり、募金活動が行われるなどし、
丸子町の豪農の建物（丸子御殿）を移築・整備し、現在の建物へとつながることになる。 
???????????????　?17?
88
  
?
その後昭和から平成にかけては多数の文士が
執筆の拠点にし、にぎわいを見せた。主な利用
作家に志賀直哉、折口信夫、井伏鱒二、川端康
成、菊池寛、徳富蘇峰、前田青頓、矢内原伊
作、福永武彦、立原道造、竹久夢二、若山牧
水、岡本かの子などがあげられる。2012（平成
24）年には建物を改修し現在の「油や」とな
り、アート・クラフト・古本などの展示・販
売、文化芸術系イベントの場として営業を開
始。同時に NPO 法人油やプロジェクト2が設立さ
れ、まちづくりへのアプローチ、文化芸術の発
信基地として活動を続けている3。 
 本展覧会を実施するきっかけは、油やプロジェ
クトを中心となって手がけているアーティストの
ナカムラジン4氏から、私たちに直接声がけがあ
ったことに始まる。油や敷地内に 2017 年に建て
られた「小さな小屋」は、建築家・詩人の立原道
造5が、1937 年に東京帝国大学工学部建築学科の
卒業設計「浅間山麓に位する芸術家コロニイの建
築群」として構想したものが原型である。それを
「隠れ家プロジェクト」として現代につなげた企
画が本展会場であり、立原による元となるスケッ
チが図3-2に示すものとなっている6。建築家の広
瀬毅7氏が手がけたこの「小さな小屋」の利活用
の可能性を実験する目的、また作品制作における
習作の場としてなんらかの展示を手がけて欲しいとの話から、旧知の大井川・木下・山貝の３名にて
取り組むことになった。 
 
4. 展示コンセプトとしての 77dpi 
 展示参加にあたって３名で準備段階のコンセプト立案、アイディア出しを定期的に集まり続けてい
った。その中で重要な事項として全員が1977年生まれであることに気づき、意識するようになった。
３名ともデザインや美術、教育などの現場で成長と共に体験してきた表現ツールや機材の変遷、変化
へ対する問題意識や印象も近く、特に自分たちが物心ついたころから大学時代にかけて＝80年代や90
年代の「現在と比較し見えすぎず、解像度が高すぎなかったころ」のイメージが共有できた。しかし
単なるレトロ趣味や内輪の懐かしさの再現にならないように「世の中いろいろ見えすぎじゃない
か？」ということを、批判的に体現する表現を軸に展示要素を検討した。 
 
図 3-2  広瀬毅による「小さな小屋」ドローイング 
(C)OpenStreetMap Contributors 
図 3-1 「信濃追分文化磁場油や」の位置 
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図 4-1 初期打ち合わせ時のアイディアメモ 
  
下記は展示に際して設置したあいさつ文データであるが、1980/90 年代イメージ活用のねらい、コン
セプトの立ち上げや造形への落とし込みがわかりやすくまとまっているため、原文のまま掲載する。 
 
 
ごあいさつ  〜「解像度 77」に寄せて〜 
 
このたびは「解像度 77」展にお越しいただき、まことにありがとうございます。本展のコンセプト
は「見えないくらいがちょうどいい」「世の中いろいろ見えすぎじゃない？」ということを気にしな
がら、写真・グラフィックデザイン・テキストなどの表現をかけ合わせ、インスタレーションとし
て空間全体を展示・構成するものです。参加者は３人とも「1977 年生まれ」という共通点がありま
す。私たちが青春時代（！）に体験・通過してきた、写真やデザイン、美術や造形におけるイメー
ジや道具、技術などを制作と展示に反映させています。 
  
1977 年生まれの３人は、デザインや写真などに関わるものを、下記のような流れで体験しました。
小学校入学時にちょうどファミコン（ファミリーコンピュータ）が発売、３年生ころに写ルンです
（レンズ付きフィルム）が登場。高校時代にポケベル（ポケットベル）全盛期、大学に入ったころ
にピッチ（PHS、いわゆる簡易型携帯電話）が出て、プリクラ（プリント倶楽部）が流行りました。
大学入学後少しすると、急速に広くインターネットが使えるようになります。しかしそのころは家
でネット接続するためには、速度が遅いダイヤルアップ回線が主流で、テレホーダイ（夜の時間に
なると電話がかけ放題になるプラン）を活用し、夜中に接続していました。 
 
PHS や初期のケータイ（今のガラケー）にはカメラは付いていなくて、大学卒業のころに J-PHONE
（今のソフトバンクの前の vodafone のさらに前の会社）が写メール機能付きのケータイを発売。同
じころ一般に広く使えるデジカメ（デジタルカメラ、カシオ QV-10）が出ます。しかしこんなデジカ
メなんてへんなもの意味ないだろう、何に使うんだと思った記憶がはっきりあります。写真はフィ
ルムで撮って暗室にこもって現像していたし、映像は Hi8（ハイエイト、テープによるビデオ記録）
で撮ってキュルキュル編集していました。図面は烏口やロットリング（製図ペン）で線を引いてい
たし、大学入学当時に習った Adobe イラストレーターはバージョンが 5.5、フォトショップは 4.0 で
した。初代の iMac（かっこいいボンダイブルー色）が在学中に出て、みんなでこぞって買いに行き
ました。グラフィックの学生は Macを駆使し「これからはDTPの時代だ！」とはりきって学んだもの
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の、大手広告会社に就職したら制作現場は写植だったという、笑うに笑えない話もありました。 
  
世の中、いろいろ見えすぎなところがあります。4K も 8K も Retina も OLED も、美しくてそれはそれ
でいいのですが、本当はそんなに見えすぎなくてもいいかな…と感じる時があります。情報伝達や
メディア系ツールの多くが、速くてはっきりとよく見える「だけ」で、それが美しいか、グッとく
るか、かっこいいか、おもしろいか、ということとはあまり関係ないことに気づきます。デザイン
や写真という分野での仕事・作業は、テクノロジーの進歩や道具のスペックにはっきりと左右され
ます。それらは機能と一体の行為であることを認めながら、よりローテクなこと、少ないこと、遅
いこと、めんどくさいこと、解像度低めなことによって、より楽しく、気持ちが豊かになる場面を
探したいと考えています。 
 
 
5. インスタレーション概要 
 展示要素は、写真を大井川、グラフィックを木下、テキストを山貝が主に担当。さらに相互に補完
し合いながら制作や構成し、空間全体を総合的に構成するインスタレーションとした。 
 
【展示内容：１階部】 
・ガラス窓へのドット絵によるロゴペイント：半透明の貼ってはがせるジェル状絵具で、直接入り口
引き戸ガラス面に本展ロゴをペイント。遠くのアプローチからの視線を集めるよう配置。 
 
・紙焼き写真を支持体としたプリントゴッコによる版画：理想科学工業1991年製の「プリントゴッコ
PG-10」を入手し、実際に発売当時の使用方法を学生とともに学習し、版画を制作。製版用のライト
や備品を集めるのに苦労した8。大井川撮影の写真の中でこれまで素材として使用されなかった写真を
L 判紙焼きし、その上に刷った。インクは CMYK の４色を使用し、各 100 枚で全 400 枚制作。 
 
・カルメン'77〜大型布印刷によるメインビジュアル：清泉女学院大学の学生２名をモデルとした大
型写真作品、布に印刷。２人組アイドル・ピンクレディーの1977年発売のシングルレコードA面「カ
ルメン'77」をイメージした衣装やポーズをとっている。B 面の「パイプの怪人」からもインスピレー
ションを受け制作。 
 
・感熱紙プリンターによる 80s/90s キーワードの大量展示：スマートフォンやタブレットと連動さ
せ、感熱紙で印刷できる付箋メモ機材 nemonic9を使用し、1980/90 年代をイメージさせる言葉を提
示。すべて現地で即興的に書きつけ感熱印刷し貼り付けた。大部分を学生に現場で託し、コンセプト
を伝え制作してもらった。自分たちがリアルタイムで過ごした世代ではない 80/90 年代を想起させる
言葉がひねり出せるか心配であったが、予想を超える出来で優れたキーワードがたくさん現れた。 
 
・電話ボックス撮影写真：学生をモデルとし、長野市内で現在も使用可能な電話ボックスをロケ地と
して撮影を行ったもの。展示写真は、チラシ用メインビジュアル用写真のアウトテイクを使用。 
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・88吊り下げシート（図6-13,14）：形状が本展タイトルの77ではなく88になっている。当初シート
のかたちを 77 でつくったものの、７というかたちではボリュームが少なく展示にふさわしくないと
判断し、その隣のゾロ目数字である88を採用した。88は、80/90年代に広く活用されていた、ポケッ
トベルの通信入力方法であるツータッチ入力10からの連想。メインのロゴ形状でもあるハート（♡）を
打ちこむ際の、プッシュホンダイヤルによるツータッチ入力が、88 であることを覚えていたことから
きている。しかし実際には通信会社やメーカーによって表記には揺れがあり、NTT ドコモは 88 がハー
トであるが、他社では 88 はブランク（空欄、何も無し）になることが多い、というオチもあった11。 
 
・77dpi ロゴ積み木：正方形のキューブを 77 個並べると本展ロゴになることを生かした積み木状の立
体作品。遊びながら、ロゴのグラフィックがドット77個で構成されていることを示すことができる。 
 
【展示内容：２階部（ロフト）】 
・Aの部屋：80/90年代を想起させる、古本屋や古道具屋で収集した雑誌やポスター、雑貨、電話機、
カセットデッキ、古着などで全体を構成。本展をイメージする、メインビジュアルにも登場する女性
「A」の部屋。 
 
 
6. 準備・制作・展示記録 
 
         
図 6-1 現場下見、左からナカムラジン氏、木下、大井川     図 6-2 木下制作のコンセプト構想の初期イメージ 
 
  
図 6-3 チラシ用写真撮影、長野市内の電話ボックス      図 6-4 メイン作品用の写真撮影、hi-bush スタジオ 
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図 6-5 ロゴの展開 / CMYK カラー              図 6-6 感熱紙作品用の FAX 的グラフィック枠 
 
 
  
図 6-7,8  プリントゴッコによる写真への版画制作の様子 
 
 
  
図 6-9 ロゴ積み木への着彩作業               図 6-10 展示スタディスケッチ 
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図 6-11,12 作品設置後の「小さな小屋」展示外観 
 
 
 
  
図 6-13,14 「小さな小屋」展示内観 
 
 
 
  
図 6-15 「小さな小屋」内 東壁面                図 6-16 「小さな小屋」内 西壁面 
感熱紙プリンターによる 80s-90s キーワード抽出作品         プリントゴッコによる写真への版画作品 
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図 6-17 「小さな小屋」内 北壁面                            図 6-18  77dpi ロゴ積み木 
大型布印刷によるメインビジュアル 
 
 
    
図 6-19 最終日実施のチェキ撮影ワークショップ            図 6-20  2 階ロフト部の空間構成の様子 
 
 
  
図 6-21.22  ch.books CAFE による出張カフェ、キーワードである 77 を取り入れたオリジナルドリンクも提供 
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7. 展示からの考察、今後の課題 
今回展示会場として使用した「小さな小屋」は、油や敷地内の最深部の森に囲まれたところに建っ
ている。むき出しの梁や柱、合板張りっぱなしの仕上げていない壁面などのワイルドさと、大きな開
口部を持つきれいな窓や金属的な壁面などの洗練された対比は、現代美術系の作品とはとても相性が
よく、展示する側もインスピレーションが湧く。さらに美術
以外のパフォーミングアーツ系の展示や実演なども、その狭
さを生かしロフトを活用するなど、また周辺の森も含め使用
することで多彩な展開が期待できるだろう。一方敷地内の配
置が母屋からやや離れて敷地の奥にある新しい施設のため、
鑑賞者を誘導する動線をわかりやすく提示するのが今後の課
題としてあげられる。また環境・管理上デリケートなものや
オーソドックスな絵画などの展示は難しいが、そもそもその
想定は無く、また油や旅館部分に整備されているギャラリ
ー・一進で展示することで、住み分けができる。 
次に作品制作現場からの課題や気づきであるが、見かける
ことが少なくなった電話ボックスを使ったチラシビジュアル
用の写真撮影、また古着や古道具を活用したピンクレディー的イメージを示す写真の撮影では、実際
に大井川の写真スタジオを使用するなどし、大学生とアイディア交換しコラボレーションしながら進
め、プロの現場での写真撮影の手順なども学生に体験してもらうことができた。プリントゴッコによ
る版画制作では、使い方そのものもわからなかったため、操作方法から学生と一緒に探りながらの制
作となった。30 年近く前の民生機であり、消耗品の取り扱いやサービスは終了しており、専用絵具や
製版用電球、取り替え用の版などは中古のものをなんとか手に入れ進めた。同封されていた説明用映
像は VHS のビデオテープで、現在では見ることが困難になってきている。同じ映像素材が YouTube に
アップされていたものを活用することができた
が、機材や道具の説明や操作方法自体を確認する
メディアそのものが利用できくなることは近年増
えている。 
今回筆者は展示作品の中で「見えすぎ問題」に
対して、以前から考察していたグレースケールと
モノクロ２階調の情報伝達量の差異をとらえるも
のについて、感熱紙作品で取り上げることができた。これについては、漫画原稿などの印刷時のモア
レや網点の取り扱いなどでトラブルにもなること12、日本では依然として FAX が広く利用されている
ことの不思議、フルカラーとグレースケールの場合、またグレースケールとモノクロ２階調次の情報
伝達の量や質の違いや違わなさ、などを考慮に入れ展開させた作品である。感熱紙機材を使った作品
は、当初 FAX 送信機材やワープロ機などの利用も考えていたが、現代の機材として付箋紙を感熱紙印
刷できiPadなどと連動できるnemonicを使用した。この機材は作品制作以外の学習やワークショップ
などの場面でも利用の可能性を感じ、2019 年 12 月に金沢市の北陸大学で行われた、日本アートマネ
ジメント学会・第 21 回全国大会のポスター発表でも展示発表を行った。 
 
図 7-2  フルカラー／グレースケール／ 
モノクロ２階調を表す図（筆者制作） 
図 7-1 中古で手に入れたプリントゴッコ PG-10。 
消耗品は通常ルートではもう手に入らず、教則 
映像も VHS のビデオテープ。 
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このようなグラフィックやビジュアル表現に関わるデータの認識の差異やずれ、印刷や写真のテク
ノロジーの変化への対応などに関わる事前先行研究の調査として、2019 年の２月から３月にかけて行
われた「光るグラフィック展２13」からの示唆があった。この展示は、ギャラリー内を実空間とデジ
タル・バーチャルの 3D 空間で構成し、
両方の空間で同じ作家の作品を鑑賞す
るというものである。実空間ではポス
ター、絵画、写真、映像などの作品を
展示し、3D 空間では空間も作品もデジ
タル化された（発光している）状態で
鑑賞する。この展示は 2014 年にその１
となる「光るグラフィック展」からの
続編である。１では、紙からデジタル
へと作品を鑑賞するメディアが変わりつつある中で、15 組のグラフィックデザイナー、デジタルクリ
エイターの作品を同じサイズの光るモニターで展示し、クリエイターの多様な表現やアプローチを紹
介したものである。室賀清徳はその展評の中で「同じ環境・ルールのなかでどれだけ違うものが出て
くるのか、ではなく、デジタルが当たり前のインフラになってしまった「ポスト・テジタル」時代
で、それぞれのデザイナーやアーティストがそもそもそのように環境を認識し、そのような作法でそ
れらを扱って確認しようということである14」と
述べている。 
ワークショップや教育普及、アウトリーチの面
では、実際の展示空間内を利用したインスタント
カメラ（チェキ）撮影ワークショップ、作品に使
用した感熱紙機材の制作体験などを行った。また
展示最終日には長野市のカフェ ch.books CAFE に
出張してもらい、キーワード解像度 77 に即した
飲み物のメニューの開発と実演販売を行い、レク
リエーション的にも来場者に満足してもらうよう
心がけた。 
 
8. 終わりに 
 2020 年度も継続してこの解像度 77 の作品制作・展示を続けていく予定である。本年度はさらに教
育普及やアウトリーチの面を強化し、気軽に参加できるようなもの、また普段現代美術系の展示に来
ないような層への働きかけ、普及系の場面で学生にプログラム企画してもらうことを検討している。 
本展示の実施にあたり、参加のお声がけをいただいた美術家のナカムラジン様、展示運営・宿泊な
どでもお世話になった特定非営利活動法人油やプロジェクト関係者各位、オリジナルメニュー開発と
カフェ出店を快諾いただいた ch.books CAFE の滝澤愛様、その他ご協力・ご指導いただいたみなさま
に、厚く御礼を申し上げる。 
 
図 7-4  インスタントカメラ（いわゆるポラロイド 
写真）ワークショップでの成果物。 
図 7-3,4  展示現場にてキーワード感熱紙を制作、その場で印刷し展示に
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【註】 
1 追分／油屋関連年表「油屋旅館と文化磁場油やの歴史」 https://aburaya-project.com/history/ 、2020/1/5 閲覧。 
2 内閣府 NPO ホームページ NPO 法人ポータルサイト「油やプロジェクト」より  
https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/020001018、2020/1/5 閲覧。 
3 油屋旅館と文化磁場油やの歴史  https://aburaya-project.com/history/、2020/1/5 閲覧。 
4 美術家、長野県生まれ http://nakamurajin.com 
5 詩人、建築家。1914 年生まれ、1939 年に 24 歳の若さで急逝。 
6 種田元晴「立原道造がみた夢の続き 追分の芸術家コロニイ」『立原道造と浅間山麓芸術家コロニイ』p.6 
7 建築家、石川県金沢市生まれ、広瀬毅建築設計室主宰、http://hirose-aa.com/ 
8 理想化学工業のプリントゴッコは 2014 年 12 月 28 日で事業を終了。消耗品の販売やサポート業務はすでに行われていない。
https://www.riso.co.jp/c/release/20110920.html、2020/2/18 閲覧。 
9 Mini Printer「nemonic」は 2017 年度のグッドデザイン賞を受賞、https://www.g-mark.org/award/describe/44763、
2020/2/18 閲覧。 
10 「2 タッチ入力とは、携帯電話のテンキーでかなを入力する方法のひとつで、一部の携帯電話に採用されている方式。全て
のかなを 2 回のタッチで入力できることから 2 タッチ入力と呼ばれ、一時期流通したポケットベルの入力方法と同様であるこ
とから、ポケベル入力とも呼ばれる」KDDI ホームページ「KDDI ホーム＞用語集＞通信サービス＞2タッチ入力」より、
https://www.kddi.com/yogo/通信サービス/2 タッチ入力.html、2020/2/18 閲覧。 
11 Goo いまトピ：いよいよポケベルサービスが終了…改めて思い出すポケットベル【＊2＊2】【平成レトロ】「NTT ドコモは一度
「ハートマーク」をなくしたために顧客がテレメッセージに流出するということが起こりました。当時はあまり重要視されて
いませんでしたが、実はみんな感情を伝えたがっていて、ハートマークを多用していたわけです。これが後に i-mode サービ
ス開始における絵文字において、たくさんのハートマークが用意されたことに繋がります。〜「88」はハートマークだった
が、一度変更された過去がある〜」、https://ima.goo.ne.jp/column/article/7524.html、2020/2/18 閲覧。 
12 「デジタル写真の bit を探る」EPSON、24bit と 48bit 1/1 11.9.30、 
https://www2.epson.jp/katsuyou/photo/archive/chishiki/seminar/pdf/jikkenshitsu4_A4.pdf、2020/1/11 閲覧。 
13 「光るグラフィック展 2“Illuminating Graphics 2”」は、リクリートが運営するクリエイションギャラリーG8 で
2019.2.22 から 3/28 にかけて行われた展示。http://rcc.recruit.co.jp/g8/exhibition/201902/201902.html 
14 室賀清徳「-展評１- 振り返る光るグラフィック展」IDEA No.366、2014 年 8 月 9 日発売、誠文堂新光社 
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（受付日：2020 年 3 月 4 日） 
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